


その電話、詐欺かも!?

自分は大丈夫と思わずに
家族や警察に相談を！

岩見沢市防犯協会

特 殊 詐 欺 撲 滅！

お金がらみの不審電話にご注意！

飲酒運転は悪質な犯罪です！

岩見沢市交通安全推進委員会

飲んだら乗るな！
  乗るなら飲むな！

有料サイト等の利用料金やハガキ等でお金を請求され

 『電子マネーを購入し、番号を教えろ』
と言われたらサギです。

「自分は、だまされない」と考えず、お金を請求される
　　　　  不審な電話等があれば、すぐに警察に相談を
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　町会・自治会の皆様、新年あけましておめでとう
ございます。
　皆様にはさわやかな新春をお迎えのことと心より
お慶び申し上げます。
　昨年はコロナ禍の中、大変な大雪になり皆様も大
変なご苦労をされたことと思います。
　東京2020オリンピック・パラリンピックが開催され、
大きなクラスターが発生することもなく、オリン
ピックは総メダル獲得数58個で、特に金メダルは27
個と世界３位の成績となりました。パラリンピック
では総メダル獲得数が51個とアテネ大会に次ぐ過去
２番目の成績となるなど、私どもに喜びと感動を与
えてくれました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年は
町連の行事も思うように開催することができず、４
月の総会以降、正副会長会議・三役部長会議・常任
理事会以外の行事は中止としてきました。10月から
は緊急事態宣言が解除され、11月８日にまなみーる
岩見沢市民会館・文化センターにて「町会長研修
会」を開催することができ、その中で、長年にわた
り町会長としてご活躍いただいた皆様に、松野市長

より感謝状が贈呈されました。私の立場からも長年
にわたり地域活動でご活躍いただいております、表
彰者の皆様に改めて感謝を申し上げます。
　研修会の中で、「町会連合会統一要望」として、４
つの項目①道路・側溝整備、②除排雪対策、③防災対
策、④ごみ対策について、松野市長に直接要望書を手
渡し、十分に検討いただくようお願いしました。要
望内容に対する市からの回答は、この広報ちょうれ
んに記載をしているところですが、今後とも市と連
携を図りながら、地域の皆様が暮らしやすいまちづ
くりを進めていくとともに、必要な要望はしっかり
と伝えていきたいと思います。
　研修会では日本赤十字北海道看護大学教授　根本
昌宏氏による「コロナ禍における寒冷期の避難所で
の過ごし方」と題した動画を視聴し、大変参考にな
りました。今後も各地域にとりまして身近で役に立
つテーマを選び、研修会を開催していきたいと考え
ています。
　本年も、地域でご苦労されておられる各町会長を
はじめ会員皆様の抱える課題や実態等の把握に努め、
近隣で支え合う地域づくり、町会・自治会活動の進
展を目指してまいりますので、変わらぬお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。
　本年が、皆様にとりまして、健康で素晴らしい年
でありますようご祈念いたしまして、新年のご挨拶
といたします。
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　新年、明けましておめでとうございます。
　町会・自治会の皆様には、令和４年の輝かしい新
年をお迎えのこととお慶びを申し上げます。
　岩見沢市町会連合会では、「手をつなぎあえる地域
づくり」、「心に安らぎのある地域づくり」、「隣人愛
に根差した地域づくり」の３つの活動目標のもと、
日頃より地域コミュニティ活動に取り組まれ、岩見
沢市政の推進にもお力添えをいただいておりますこ
とに改めて感謝を申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の猛威によ
り、日常生活をはじめ、社会・経済活動に大きな変
化がもたらされ、人が集まる活動が制限されるな
ど、大変なご苦労をされた一年でした。
　そのような中であっても、町会連合会では、しっか
りとした感染対策のもと、総会や町会長研修会を開催
され、また、十分な感染対策と創意工夫で地域のため
の活動を進めてこられた町会・自治会も数多くあると
お聞きしています。町会連合会と各町会・自治会がと
もに連携をして地域活動を途切れさせることなく推進
してこられましたことは、大変意義あることと、心か
ら敬意を表します。

　岩見沢市といたしましても、緊急経済対策の実施
や、生活に困窮を来している方への支援、さらには
感染対策の要となる市民の方へのワクチン接種を着
実に進めてまいりました。昨年10月からは緊急事態
宣言が解除され、11月には北海道独自の感染対策も
終了となるなど、日常生活を取り戻しつつあります
が、この新型コロナウイルス感染症との戦いは長期
化することが予想されています。今後も気を引き締
め、感染拡大の防止と経済対策の両立をしっかりと
進めてまいります。
　また、コロナ禍の一方で昨年は明るい話題もあり
ました。2020東京オリンピック・パラリンピックに
おいて、岩見沢市にゆかりのある選手が活躍され、
大いに大会を盛り上げてくれました。オリンピック
では、バドミントン混合ダブルスで岩見沢市出身の
東野有紗選手が銅メダルを獲得され、パラリンピッ
クでは岩見沢高等養護学校を卒業された池崎大輔選
手が車いすラグビーで銅メダルを獲得されました。
コロナ禍という暗闇を明るい光で照らして、多くの
方に希望を与えてくれたお二人に感謝と敬意を表し
ますとともに、今後のさらなるご活躍を期待してい
るところです。
　結びになりますが、本年こそは新型コロナウイル
スが収束へと向かい、岩見沢市町会連合会をはじ
め、各町会・自治会の皆様が存分に地域のコミュニ
ティ活動がおこなえるようになりますことを心より
ご祈念申し上げ、年頭のごあいさつといたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、穏やかな新春をお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　また、日頃より市議会に対しご支援・ご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルスの影響で日常生活に
様々な制約を受ける中、国内ではワクチン接種が進
み、感染対策と経済活動再開の間で模索が続いた一年
でありました。また、東日本大震災から10年という節
目の年を迎え、復興五輪として位置付けられた「東京
オリンピック・パラリンピック2020大会」が無観客で
開催されましたが、本大会では岩見沢市ゆかりの選手
が活躍されるなど、明るい話題もありました。
　各町会、自治会におかれましては、例年のような
活動が難しい中で、感染対策を十分に行い、工夫を
こらして地域での活動を続けておられると伺ってお
ります。外出の自粛が続くこのような時だからこ
そ、町会活動が地域のつながりを深める大切な機会
であることを実感された方も多くおられたのではな
いかと存じます。役員ならびに会員の皆様のご努力

に敬意を表しますとともに、これからもどうぞ無理
のない範囲で、地域のための活動を続けていただき
たいと存じます。
　昨年の市議会の動きですが、昨年５月の第４回臨
時会において「新病院建設特別委員会」と「総合戦
略特別委員会」を新たに設置しました。特に新しい
市立総合病院については、市民の皆様の関心も非常
に高く、市議会としましてもより良い方向に進むよ
う、議論を尽くしてまいります。
　また、昨年９月の第３回定例会終了後、国に対し
て「コロナ禍による厳しい財源状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書」を提出しました。コロ
ナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用
の確保などの課題をはじめ、医療介護や子育て等の
社会保障関係経費など、将来に向けた財源確保のた
めの対応を強く求めたところであります。
　今年は、いよいよ新しい市庁舎がオープンしま
す。そして私ども第20期議員は任期４年目を迎えま
す。議員一同、新しい議場で心機一転、活発な議論
を行ってまいりますので、皆様には引き続き岩見沢
のまちづくりにご協力をお願いするとともに、今後
ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。
　皆様にとって本年が良い年になりますように、ご
健康とご多幸を心よりご祈念申し上げまして、新年
のご挨拶といたします。
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【回答】担当課：土木課
道路・側溝の整備につきましては、各地域からの
要望が年々増えており、限られた財源の中では、全
てのご要望にお応えできないのが現状です。
市内の生活道路整備路線は、通行量、家屋の連た
ん状況、道路の損傷具合、雨水排水の状態、地域的
な均衡など、総合的な観点から選定し、計画的に順
次整備を行ってまいります。
また、豪雨災害時には外水（河川）の影響が大き
く、河川改修等の抜本的な対策には相応の時間を要
することから、側溝・排水整備については、河川整
備又は道路整備と合わせた緩和対策を含めて計画的
に講じてまいりますので、ご理解頂きますようお願
いします。
なお、交通に支障をきたすような緊急を要する損
傷箇所が発生した場合は、応急的な補修等で速やか
に対応いたします。

【回答】担当課：除排雪対策本部
雪対策は冬期間の市民生活の安全・安心の確保と
ともに、経済活動にとっても重要不可欠な施策です。
交差点の排雪については、限られた財源の中、個
別に実施することが難しいのが現状であります。幹
線道路と枝線との交差点については、通常の除雪作
業時の積上げを少なくするよう努めるとともに、道
路状況や気象状況に応
じ、適宜幹線道路の運
搬排雪を実施し、安全
の確保を図ってまいり
ますので、ご理解いた
だきますようよろしく
お願いいたします。

道路・側溝整備につきましては、道路計画に基づ
き、毎年計画的に整備を進められていますが、道
路は市民にとって日常生活に直結する最も身近な
ものであります。また側溝・排水設備については、
近年全国的にもゲリラ豪雨が多く発生しており、
岩見沢市においても過去には大規模な冠水が発生、
市民生活に大きな影響を与えたことを考えると、
防災の観点からも全市的な重要課題であります。
つきましては、道路・側溝整備に係る財源を十
分確保していただき、道路整備はもとより、集中
豪雨等の災害に強い側溝・排水整備の推進を要望
いたします。

道路・側溝整備について1
岩見沢市民にとって冬期間の雪対策の充実は、
安全で安心な冬の暮らしを送るうえで、欠かすこ
とのできない重要な課題です。
道路除雪につきましては、雪をかき分けて除雪
をするため道路わきに雪山ができることは十分理
解していますが、それに加えて交差点に雪を積み
上げている状況が見受けられます。そのため、交
差点での見通しが悪く、冬期間の運転が怖いとい
う声が多く寄せられており、また昨冬の大雪では
実際に交通事故が多く発生したとお聞きしていま
す。フル稼働で排雪を進められていることは承知
していますが、交通事故防止の観点からも交差点
に積み上げた雪山について、早期の雪取りの実施
など、安全対策を講じるよう要望します。

除排雪対策について2

町連要望に対する市の回答
11月8日要望書の提出 11月19日市からの回答
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【回答】担当課：防災対策室
災害時の避難につきましては、国の基準を目安とし
て、地震の場合は市内の被害状況、水害の場合は河川水
位や気象情報など、状況を総合的に判断して避難情報
の発令を行っています。避難情報の発令にあたっては、
避難が必要な地域、開設する避難所を明確にして、携帯
電話のエリアメール、緊急告知ＦＭラジオ、市のホーム
ページやＳＮＳなどを活用して速やかに情報を発信し
ています。今後についても、迅速な情報収集と適切な
情報の発信に努めるとともに、市民が必要な情報を入
手できるよう岩見沢市メールサービスや緊急告知ＦＭ
ラジオの普及啓発に引き続き取り組んでまいります。
避難者の受入れにつきましては、感染症対策として
避難所での密を防ぐため、多様な避難形態による分散
避難をお願いしています。自分の住んでいる地域の災
害リスクを洪水ハザードマップで事前に確認し、自宅
の２階以上での屋内安全確保や車中避難など、ご自身
にあった避難方法を予め決めておくよう、広報いわみ
ざわや出前講座を通じて周知しているところです。
また、町会や自治会と連携し、避難所が開設される
までの間、町会会館等で一時的に避難者の受入れを行
う「災害時一時待機施設」の取組みをすすめています
が、公共施設や民間施設の活用についても今後検討を
すすめてまいります。

【回答】担当課：廃棄物対策課
現在のごみの分別方法に変更してから７年を経過
しようとしていますが、ごみステーションへの分別
ルールを守らない不適正排出が未だ数多く見受けら
れます。ごく一部の人の行為が、多くの正しく排出
している市民の皆さんに迷惑をかけている状況です。
市といたしましては、分別ルールを守っていない
人に対し、正しく出し直すよう促すため、開封調査
の予告や警察への通報の可能性等を記載した警告ス
テッカーを貼り、一定期間収集しないこととしてお
りますが、ごみを適正に出されている方への影響、
まちの美観や衛生上の問題等も考慮した結果、違反
ごみの回収期間を短縮して開封調査を実施し、その
上で排出者が特定できた場合には、速やかに訪問指
導を行うよう改善したところです。
また、ごみの分別や減量化の徹底について、町会
等と連携しながら、ごみステーションへの掲示や周
辺住宅へのポスティングをはじめ、市広報、ホーム
ページ、情報紙な
どの様々な媒体を
活用して周知・啓
発を行ってまいり
ます。

災害時の避難につきまして、昭和56年の水害時
には地域全域が被害を受け、他地域へ避難した
ケースがあり、その際に、どこの避難所等へ行け
ばよいのか情報が錯そうし、混乱が生じた経緯が
あります。そこで、大規模な災害が発生し、地域
内の指定避難所が利用できない場合、どこに避難
可能なのか地域に対して適切な情報を提供してい
ただくよう要望します。また、大規模災害になる
と避難者も増加し、各指定避難所の収容規模では
受けきれないと考えられるため、有事の際には臨
時の避難所として利用できるよう、例えば民間企
業やお寺などと協定を結ぶなど、避難場所の拡充
につきましても検討いただくよう要望します。

防災対策について3
ごみの問題は地域住民の生活に直結するため、
地域でも分別の徹底やリサイクルの推進などに努
めているところですが、近年、ごみ分別の意識が
低下してきているように見受けられます。実際に、
分別されていないごみがステーションに長期にわ
たって残され、新たなごみが入らないなどの問題
も起きています。
そこで、市民に対しまして、ごみの分別や減量
の徹底について、いま一度、説明・啓発を行うと
ともに、分別されていないごみについては、早期
に開封調査を実施のうえ、指導を行うなどの改善
策を講じるよう要望いたします。

ごみの分別徹底について4
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岩見沢市町会連合会（第56回）総会が令和３年４
月21日（水）、ホテルサンプラザにおいて開催されま
した。
議長に緑が丘町内会会長の小木曽孝司氏を選出
し、令和２年度事業報告並びに一般会計、特別会計
の決算報告と監査報告が行われ、報告どおり承認さ
れました。
引き続き、令和３年度事業計画案、一般会計及び
特別会計の予算案が提案され、審議の上、原案どお
り承認されました。
最後に選任事項として役員の選任について、町連
役員選考委員長の山口裕一氏より経過説明があり、
提案どおり承認されました。併せて、元町連会長で
ある髙松孝行様の顧問就任についての報告がありま
した。
小木曽議長の適切な議事運営により、最後まで円
滑に進行し、総会は閉会しました。
総会終了後、松野市長から「岩見沢市のまちづく
り～10年先を見据えて～」と題した講話があり、出
席した町会長からは公共施設や、市政に関する質問
や要望が出されるなど、とても内容のある時間とな
りました。

第56回 岩見沢市町会連合会  総会

総会の様子

講話をする松野市長
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総会の冒頭に、町連感謝状の贈呈が行われました。
長年にわたり町連役員及び町会長としてご尽力さ
れ、この度退任された方に対して町連千葉会長より
感謝状の贈呈を行いました。
総会を欠席された方には、後日ご自宅まで感謝状
をお届けいたしました。　

町連感謝状表彰者
（左から、藤田様、柴田様、山口様、髙松様）

町連感謝状表彰者名簿
■町会長及び町会連合会役員（３年以上）表彰　２名
町会・自治会名 氏　　名

髙　松　孝　行
山　口　裕　一

備　考
町連役員10年
町連役員６年

期間
16年
６年

春 日 東 栄 町 会
利根別第三町会

北海道町内会連合会　功労者表彰名簿
■単位町内会・自治会組織会長表彰　３名
町会・自治会名 氏　　名

川　越　康　男
塚　田　義　昭
梅　田　利　明

備　考期間
11年
11年
11年

第 7 区 民 友 会
春日第二町内会
第２かえで町内会

■町会長表彰　９名
町会・自治会名 氏　　名

大　田　勝　紀
髙　橋　哲　三
小　杉　　　功
柴　田　　　薫
藤　田　充　宏
笹　谷　明　博
青　木　　　司
菅　原　正　良
𠮷牟禮　康　男

備　考期間

４年
10年
12年
７年
13年
６年
20年
15年
３年

グリーン団地町内会
美 園 中 央 町 会
慈 光 台 町 会
東しらかば町会
日の出中央町内会
日の出曙町内会
第 ６ 町 会
幌向第９町内会
幌向第24町内会



庄　司　和　孝

町会長研修会

要望書提出

令和４年１月１日

　令和３年11月８日（月）午後２時より、令和３年
度町会長研修会（日赤岩見沢市地区日赤協賛委員研
修会）がまなみーる岩見沢市民会館・文化センター
で87名の出席をいただき開催されました。
　今年度はコロナ禍であることを踏まえ、講師を招
いての研修ではなく、本年８月に北海道町内会連合
会が主催した実践者研修会でオンライン配信されま
した、日本赤十字北海道看護大学教授　根本昌宏氏
による「コロナ禍における寒冷期の避難所での過ご
し方」と題した、講話を視聴しました。
　コロナ禍における避難所では、家族ごとの飛沫拡
散を防止するために140センチ以上のパーテーション
を設置することや、他の人と共有するトイレでは、
便座の上にビニール袋をかぶせ、使用する度に交換
し、接触感染を防ぐなどの注意点が説明されました。
また、すでに災害が発生している状態で避難所など
別の安全な場所へ移動しようとすると、その途中で
災害に巻き込まれてしまうおそれがあるため、自宅
や居住建物の上階へ上がる垂直避難により救助を待
つことが最適な場合もあるなどを学ぶことができ、
各地域として災害時にむけてできる準備や、コロナ
禍に配慮した新しい防災対策を学ぶ良い機会となり
ました。

令和３年度 町会長研修会



市長感謝状贈呈者（退任）
（左から、髙松様、大垣内様、山口様、柴田様、藤田様、菅原様）

市長感謝状贈呈者（在任）
（左から、藤井様、吉田様、三上様、葛西様）

令和４年１月１日

　研修会では冒頭に、市長感謝状の贈呈が行われました。
　長年にわたり町会長としてご尽力され、この度退任
された方、そして10年間以上継続して在任されている
町会長へ、松野市長より感謝状が贈呈されました。
　引き続いて、町連より市への要望書の提出を行いました。
　要望を４点にまとめ、市民や町会・自治会を取り巻く
諸問題などの改善に向けて、令和４年度予算に組み入
れることを求め千葉会長から松野市長に直接手渡しま
した。市からの回答は本誌p５・６に掲載しています。

市長感謝状贈呈者名簿
■町会・自治会長退任者　12名
町会・自治会名 氏　　名

髙　松　孝　行
髙　橋　哲　三
大垣内　四　郎
山　口　裕　一
小　杉　　　功
柴　田　　　薫
藤　田　充　宏
笹　谷　明　博
青　木　　　司
川　越　康　男
菅　原　正　良
小　林　勝　則

期間
16年間
10年間
６年間
６年間
12年間
７年間
13年間
６年間
20年間
12年間
15年間
６年間

春 日 東 栄 町 会
美 園 中 央 町 会
幸 町 内 会
利根別第三町会
慈 光 台 町 会
東しらかば町会
日の出中央町内会
日の出曙町内会
第 ６ 町 会
第 ７ 区 民 友 会
幌向第９町内会
豊 里 町 会

■町会・自治会長在職者　５名
町会・自治会名 氏　　名

藤　井　　　肇
吉　田　　　享
石　崎　幸　男
三　上　征　男
葛　西　　　章

期間
10年間
10年間
10年間
10年間
10年間

備　考
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任
退　　任

備　考
現　　職
現　　職
現　　職
現　　職
現　　職

美 園 春 風 町 会
や ま と 町 内 会
利根別中央町会
日の出台道住連合会
笹 の 子 町 会



冬期間の油漏れに注意！！

町会連合会環境衛生部　岩見沢市衛生協議会

　例年、灯油ホームタンクから油が流出する事故が多発して
います。発生原因として多いのは配管の劣化や接続部分の緩
み、ストーブ等に接続しているゴムホースの劣化などです。油
漏れの事故対応に要する費用は、全額原因者負担となり、
数十万円から数百万円になる場合がありますので、十分に注
意してください。
　また近年、故意による配管の切断や油の抜き取りなどの悪
質行為が発生しています。事故を未然に防止するためには、
日常点検や自主的な安全対策が重要です。

令和４年１月１日
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　岩見沢市が有料分別になって 6年、環境衛生部は
これまでは各種ゴミ拾いイベント等の参加や、市の
環境衛生部門と連携を図りながら、町内会活動の助
けとなる様にと努めてきましたが、現在のコロナ禍
では三密防止のために活動が思うようにできません
でした。
　しかし、不法投棄はコロナ禍でもなかなか減らな
い状況です。町連として各町内会のゴミステーショ

ンに滞貨している
ゴミについて市担
当課に回収の早い
対応をお願いして
いるところです。
　わたしの住んで
いる幌向地区にお
いては、地区協が
町内会に対し監視
カメラ設置に助成
をしています。設
置したてなので成
果についてはこれ
からです。

　別の町内会でのゴミステーションの鍵かけは不法
投棄への抑止になっています。ゴミ収集日に開錠、
施錠が煩雑という声もありますが、一週間のうち収
集日が多い期間だけ施錠、開錠を 1回づつという工
夫をしています。
　幌向の住宅街の不法投棄は、他の地域から来て幌
向地域を通過する際に入れられている事が多く、掛
ける鍵はダイヤル式とし町内に番号を一覧表で配
付して周知し
て町外だけの
不法投棄を排
除すると、一
定の効果があ
ると報告が上
がっています。

幌向第11町内会の鍵かけ

幌向第15町内会の監視カメラ

例） Ｂ収集の場合　週２回の作業のみ

びん缶ペットは、リサイクルステーションに集約

木
燃やせるごみ びん缶ペット 燃やせるごみ

金 土（隔週） 日 月
不法投棄は金曜日～日曜日にかけて多く発生

環境衛生部長　辻　　　光　　則

各部報告 環境衛生部の取り組み

カギを掛ける（木曜収集後～月曜朝）



令和４年１月１日

駒 園 町 会
町会紹介

会　長　竹中　泰則
１．町会の概要
　駒園町会は、昭和42年、大正池を水源とする南
利根別川流域に位置した豊かな穀倉地帯で、駒園
町及び美園町並びに並木町の一部の区域に居住す
る36世帯により発足しました。
　その後、都市化の進展により560世帯を数える程
になりましたが、現在は約370世帯で、ここ数年は
それ程大きな変動も無く推移しています。
２．町会の主な事業
（1）主として親睦・交流に関わる行事

　バーベキュー会（６月）、研修旅行（７月）、
子ども神輿（９月）、敬老祝賀会 (10月）、餅つ
き大会 (12月）を実施しています。但し、研修
旅行と餅つき大会は交互に隔年実施です。
　各行事の実行委員を中心に企画、運営してい
ます。
　できるだけ、子どもから高齢者まで幅広く参
加してもらえるような工夫や配慮が大切だと考
えています。

（2）主として地域環境、安心・安全に関わる事業

　町内一斉清掃、公園花壇管理、挨拶運動、資
源回収、街路灯の点検等を実施しています。
　どの活動も、ボランティア活動としての側面
と同時に親睦・交流の場としての意義もあると
考えますので、今後も継続することを前提にし
つつ、情勢に応じて、適宜あり方を見直してい

くことも必要と考えています。
３．今後の課題
　高齢者や独居世帯が増加しています。日頃から
の挨拶や声かけのような「見守り活動」も大切な
のです。コロナ禍にあっては、近隣住民としての
日常的な関わりを大切にし、必要に応じて行政と
も連携していくことが重要だと思います。
　役員のなり手不足は深刻です。仕事を持ちなが
らでも出来るように、補完し合う体制づくりを進
めています。そのためにも、役員全体での情報の
共有化を大切にしています。

子どもみこし

バーベキュー会



慈光台町会
町会紹介

会　長　今　　敏洋
　慈光台町会では、「町会総会」、「秋祭り」、「健康長
寿お祝い会」などの各行事について、新型コロナウ
イルス感染対策の徹底を図ることを最優先すべきと
考え、今年度は中止しております。
　このような状況の中、町会役員10名ほどで、町会
に設置しておりますゴミステーションの整備工事を
６月の下旬に実施いたしました。
　「必要資材」、「メンバー」、「役割分担」など作業計
画を作成し、町会役員が３グループに分かれ、錆の
状態確認、掲示物撤去作業、ケレン作業、塗装作業
を行いました。
　どちらの町会も同様と思いますが、町会役員は皆
高齢ですので、作業中のコロナ対策に十分注意し、
当日は夏日のなかでの作業となったため、熱中症に
はことのほか注意しておりました。
　設置して以来、風雨で傷んでいたゴミステーショ
ンの整備を終え、町会の維持管理課題の一つがクリ
アできたことに町会役員一同安堵しています。
　しかしながら、ゴミステーションの整備が行われ
ても、その利用にルール違反が解消されることには
なりません。
　「ゴミの不適正排出防止」について、市の担当部署
との連携をお願いしながら、町会活動のなかで地道
な啓発を行い、ゴミステーションの適切な維持管理
を行って町会会員の皆さんが心地よい利用ができる
よう願っております。

令和４年１月１日

ゴミステーション整備

ゴミステーション整備



花壇の苗植え

親睦パークゴルフ大会

令和４年１月１日

幌向第22町内会
町会紹介

会　長　舛甚　和俊
１．町会の概要
　昭和48年、高野ニュータウンが着工され、50年
に建売分譲を開始。そして、分譲地に住宅建築が
進み、昭和53年７月１日に、幌向南３条３丁目全
域33戸数を、幌向第22町内会としてスタートしま
した。
　発足して間もない昭和56年には、住宅の大半が
浸水する大きな水害に遭いましたが、それを乗り
越え、平成元年には戸数100を超え、平成12年に、
145戸数と最大を記録しました。現在は、138戸数
と僅かながら減少しています。
２．今年度の町会の活動
　今年度の活動重点に、町内会活動の見える化と
会員一人一人の意識の高揚を図ることを目指して、
様々な活動に取り組んでいます。
　一つ目は、１年間の行事一覧を全世帯に配布し、
同時に、これらの行事の参加の有無等について意
向調査を実施しました。結果、嬉しいことに、各
行事の参加者数がちょっと増えました。
　二つ目は、役員はできないけど、行事の運営の
お手伝いはできる、という人の発掘です。今年実
施した、ラジオ体操やパークゴルフ大会で、複数
の方々が、運営のサポートを申し出てくれました。
役員も助かりました。
　三つ目は、身近に感じる「町内会だより」の発

行です。今年度から、全面カラー印刷で我が家の
ペット紹介、絵画や写真等、行事ばかりでなく、
町会員の作品も掲載しています。
３．これからの町内会活動
　○笑顔で挨拶や声掛けができる町内会。
　○安全・安心で住み心地の良い町内会。
　○災害時に互いに扶け合える町内会。
　高齢化や一人世帯の増加等、互いに支えあって、
生活していかなければならない町内会です。その
一役を担える町内会づくりを役員皆で知恵を出し
合い、町会員一人一人と手を携えて、進めていき
たいと考えています。



幌向第24町内会
町会紹介

会長代行（副会長）　小野　正之
　当町内会は幌向南４条１丁目、２丁目及び５条１
丁目を区域とし、幌向川に接する幌向市街地の南部
に位置しています。ＪＲ幌向駅、高速バス停（高速栗
沢）が徒歩圏内にあり、札幌、岩見沢に通勤、通学
する住民が多くいます。
　昭和55年に46世帯で発足し、その後の住宅建築
ラッシュに伴い平成10年代には約410世帯、1200人余
が暮らす町内会となりましたが、令和３年10月末で
は会員数384世帯で約900人となっています。ほぼ全
てが戸建ての住宅地域であり、町内会への加入率は
約97%となっています。
　会長以下11名の役員が中心となって、平成元年建
築の町内会館の維持運営、公園（2カ所）の維持管理
の他、春・秋の町内一斉清掃、街路桝花苗の植栽・
管理、七夕・花火大会、自主排雪事業（2 回実施）、
町内会館を利用した地域サロン活動への支援などに
取り組んでいます。
　総会、班長会議等、例年開催の諸会議、交流会な
どについては、コロナウイルス感染拡大防止のため
昨年３月以降全て書面開催、中止となっていますが、
せめて子供たちにはひと夏の思い出にと感染防止に
最大限の注意を払いながら七夕・花火大会を継続実
施しました。昨年は、盆踊りは中止したものの帰省
中のお孫さんを連れての参加もあり、子供さん、家
族にとって楽しいひとときになったと思います。今
年は、焼き鳥コーナーの復活など大人も一緒になっ

た交流の場になればと願っています。
　会員の高齢化、高齢独居世帯や空き家の増加は地
域共通の課題であり、当町内会でも高齢独居世帯は
約70戸、空き家も30戸ほどとなっていますが新規入
居の方も見られ、会員数の維持につながっています。
　コロナ禍で失われた交流の機会を増やし、高齢独
居世帯への声かけ・除雪支援、ゴミ出しマナーの向
上など住みよい街づくりにこれからも努めます。

令和４年１月１日

七夕花火大会（令和３年度）

交流茶話会（令和元年度）



空知中央営業所 三笠市岡山136-1 ☎01267-4-2107

黒　宮　弘　二所　　 長

土　屋　　　勝代表取締役社長

令和４年１月１日



株式会社栗沢自動車
岩見沢市栗沢町北幸穂９２番地６

0120-452-642

人と地球と車にやさしい思いやり

http://lotas-kurisawa.com

北豊グループ
当グループは、様々な分野で地域の皆さまの
生活に深くかかわる事業を行っております。

土木事業・環境事業・介護事業

岩見沢市北村赤川586番地54
代表TEL. 55-3223　FAX. 55-3224

代表取締役
　 小西　良美株式会社 北豊商建

運送事業・レンタル事業
代表取締役
　 森山　輝昭北豊運輸 株式会社

令和４年１月１日



岩見沢市北本町東１丁目２番地
〒068-0057

大政 亮二

印刷・加工 Web・メディア デザイン・企画

〒069-0365 北海道岩見沢市上幌向町 559－4
TEL 0126-26-2955 / FAX 0126-26-3677
https://www.kumiaiinsatsu.jp/

今を伝える。
未来を描く。
価値ある情報を新しい「カタチ」で最適な情報ソリューションをご提案

翻訳・インバウンド

本店・家族葬オガタホール

株式会社

https://www.ogatanet.com/

家族葬オガタホール

令和４年１月１日



令和４年１月１日
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昨
年
の
十
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
減
少
傾
向
が
続
き
、
町
会
連
合
会
の
行
事
も
感
染
対

策
に
細
心
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無

事
に
「
広
報
ち
ょ
う
れ
ん
」
令
和
四
年
元
旦
号
を
発
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
四
年
は
、
以
前
よ
り
も
増
し
て
活
発
に
町
会
連

合
会
、
町
会
・
自
治
会
活
動
が
行
え
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　市
役
所
旧
庁
舎
は
、昭
和
四
〇
年（
一
九
六
五
年
）の

建
設
以
来
五
六
年
が
経
過
し
、老
朽
化
と
耐
震
構
造
に

適
合
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、同
地
で
の
新
庁
舎

の
建
設
に
ふ
み
き
っ
た
。

　新
庁
舎
は
令
和
元
年
十
月
着
手
。
令
和
三
年
十
一
月

に
完
成
し
、令
和
四
年
一
月
よ
り
業
務
開
始
さ
れ
た
。

住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
拠
点
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

が
期
待
さ
れ
る
。

　新
庁
舎
は
岩
見
沢
の「
ま
ち
」に
ふ
さ
わ
し
い
色
合

い
の
レ
ン
ガ
が
外
装
材
と
し
て
使
用
さ
れ
、耐
震
構
造

は
無
論
の
こ
と
、近
年
、自
然
災
害
の
発
生
が
多
く
、こ

の
こ
と
を
考
慮
し
、七
日
間
分
の
燃
料
を
備
蓄
し
た
非

常
用
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、飲
用

水
・
雑
用
水
を
貯
留
す
る
水
槽
を
備
え
、災
害
時
の
対

策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
保
持
し
て
い
る
。

　表
紙
の
写
真
は
昨
年
十
一
月
末
、工
事
中
に
撮
っ
た

も
の
で
、新
雪
の
あ
と
、晴
れ
間
に
見
た
新
庁
舎
の
勇

姿
は
、ひ
と
き
わ
美
し
く
輝
い
て
い
た
。

〈
写
真
・
文

　尾
崎

　和
男
〉

編

集

後

記

表
紙
の
言
葉

岩
見
沢
市
役
所
　新
庁
舎


